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議
案
16
件
を
審
査

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計
補
正
予
算
、

公
営
企
業
会
計
補
正
予
算
８
件
と
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
予
算
、

特
別
会
計
予
算
、
公
営
企
業
会
計
予
算
８
件
を
審
査
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会

予
算
関
連 委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

主
な
質
疑

Ｑ　

納
税
者
に
対
し
て
公
平
、
公

正
な
徴
収
に
努
め
て
い
る
か
。

Ａ　

年
３
回
全
職
員
の
協
力
に

よ
り
一
斉
滞
納
整
理
を
お
こ

な
い
滞
納
者
を
減
ら
し
徴
収

率
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｑ　

教
育
振
興
費
前
年
度
比
較

で
増
額
の
内
訳
は
。

Ａ　

中
学
校
パ
ソ
コ
ン
教
室
機

器
老
朽
化
の
た
め
入
れ
替
え

リ
ー
ス
料
と
教
科
書
改
訂
に

伴
う
指
導
用
教
材
の
購
入
費

用
で
す
。

Ｑ　

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
を
推
進

す
る
対
策
は
。

Ａ　

解
説
員
の
み
で
な
く
案
内

人
・
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま

で
含
め
た
組
織
づ
く
り
を
行

い
講
座
の
開
設
を
検
討
中
で

す
。

Ｑ　

荒
船
風
穴
の
事
業
内
容

は
。

Ａ　

荒
船
風
穴
史
跡
境
界
杭
設

置
・
地
形
現
況
図
作
成
・
石

積
復
旧
工
事
に
係
る
設
計
監

理
及
び
工
事
費
・
駐
車
場
整

備
に
係
る
用
地
購
入
費
及
び

工
事
費
・
ト
イ
レ
整
備
工
事

で
す
。

Ｑ　

包
括
的
支
援
事
業
の
内
訳

は
。

Ａ　

ケ
ア
マ
ネ
派
遣
に
対
す
る

補
助
及
び
介
護
予
防
支
援
計

画
作
成
委
託
料
で
す
。

Ｑ　

児
童
福
祉
総
務
費
前
年
度

比
の
減
額
の
内
容
は
。

Ａ　

保
育
所
１
園
減
及
び
園
児

数
の
減
少
、
子
ど
も
手
当
の

額
の
変
更
に
伴
う
減
額
で
す
。

Ｑ　

放
射
性
物
質
汚
染
対
策
事

業
に
内
容
は
。

Ａ　

国
庫
補
助
と
県
補
助
で
、

事
業
は
２
月
町
全
域
の
測
定

調
査
が
終
了
し
16
行
政
区
が

除
染
対
象
エ
リ
ア
と
し
て
該

当
す
る
予
定
。
環
境
省
等
と

協
議
し
計
画
を
進
め
て
い
き

た
い
。

Ｑ　

出
産
育
児
手
当
一
時
金
に

つ
い
て
本
人
が
一
時
立
替
え

る
の
か
。

Ａ　

国
保
連
を
通
し
て
直
接
町

に
ケ
ア
マ
ネ
派
遣
に
対
す
る

補
助
及
び
介
護
予
防
支
援
計

画
作
成
委
託
料
で
す
。

Ｑ　

荒
船
の
湯
運
営
費
の
削
減

の
理
由
は
。

Ａ　

閉
館
時
間
を
午
後
９
時
、

冬
は
午
後
８
時
と
し
て
い
た

が
、
年
間
を
通
し
午
後
８
時

と
し
賃
金
、
燃
料
費
、
賄
材

料
等
が
減
額
と
な
り
ま
す
。

Ｑ　

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
の
内

容
は
。

Ａ　

主
に
駆
除
委
託
料
、
ワ
ナ

の
購
入
費
用
、
賠
償
責
任
保

険
掛
金
、
消
耗
品
で
す
。

Ｑ　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

の
内
容
は
。

Ａ　

町
で
管
理
す
る
橋
長
15
ｍ

以
上
の
橋
を
点
検
、
結
果
に

基
づ
き
今
後
計
画
的
に
補
修

等
を
行
っ
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
目
的

で
す
。

　

平
成
の
合
併
で
は
５
町
村
で

合
併
協
議
に
入
っ
た
が
住
民
投

票
に
よ
り
単
独
行
政
を
維
持
し

て
い
る
。

　

行
革
を
推
進
し
、
行
財
政
改

革
推
進
会
議
や
松
川
町
自
治
体

経
営
審
議
会
を
設
け
て
意
欲
的

に
推
進
に
努
め
た
。
自
治
体
経

営
改
革
プ
ラ
ン
を
作
成
、
改
革

を
定
め
、
人
事
評
価
制
度
の
導

入
や
人
材
育
成
を
進
め
た
。

１
．
人
事
評
価
制
度
は
長
野
県

の
50
％
の
自
治
体
が
実
施
し

て
い
る
。

①　

職
員
が
総
務
省
の
「
地
域

リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
」に
参
加
、

「
一
橋
大
学
法
学
研
究
科
、

辻
琢
也
教
授
」
の
ゼ
ミ
に
参

加
し
て
接
点
が
出
来
、
18
年

に
試
行
、
19
年
か
ら
施
行
し

て
５
年
目
。

②　

人
事
評
価
制
度
の
導
入

は
、
当
初
に
反
対
は
強
か
っ

た
が
「
公
務
員
は
限
ら
れ
た

原
資
を
分
配
す
る
精
神
」
か

ら
導
入
に
踏
み
き
っ
た
。

③　

制
度
の
評
価
、
反
映
、
運

用
に
つ
い
て
は
、
昇
給
・
昇

格
・
勤
勉
手
当
に
反
映
さ
せ

て
い
る
。
給
料
へ
の
反
映
は

23
年
度
ま
で
は
係
長
以
上
、

24
年
度
か
ら
主
査
へ
も
反

映
。
主
査
ま
で
は
普
通
に
昇

任
す
る
が
、
係
長
・
課
長
へ

の
昇
任
は
試
験
を
行
い
、
業

績
・
能
力
評
価
に
よ
り
昇
任

さ
せ
る
。

④　

成
績
不
良
者
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
を
整
備

し
、
底
上
げ
の
努
力
も
し
て

い
る
。

⑤　

人
事
評
価
に
関
す
る
職
員

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
公

表
。
公
平
性
・
透
明
性
に
努

平
成
24
年
１
月
30
日
（
月
）
長
野
県
松
川
町

総
務
常
任
委
員
会
視
察

め
て
い
る
。

⑥　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、

人
材
育
成
に
有
効
87
％
、
有

効
で
な
い
13
％
で
あ
っ
た
。

⑦　

降
格
制
度
に
つ
い
て
は
、

申
出
方
式
と
し
て
い
る
。

⑧　

議
会
は
関
与
せ
ず
「
下
か

ら
上
の
評
価
は
な
い
の
か
」

の
質
問
く
ら
い
。

２
．
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
松

川
町
自
治
体
経
営
改
革
プ
ラ

ン
を
作
成
し
て
推
進
中
。

３
．
機
構
改
革
に
つ
い
て

①　

松
川
町
職
員
適
正
化
計
画

を
作
成
し
、
最
適
な
職
員
数

管
理
を
行
う
。

平
成
13
年
１
３
１
人
→
18
年

１
１
７
人
→
22
年
１
０
５
人

（
正
職
81
人
・
臨
職
24
人
）

②　

人
口
千
人
当
り
の
正
職
員

数
は
［
６
・
０
２
人
］、

　
　

類
似
団
体
平
均
［
11
・
２

人
］
を
下
回
る
。

③　

権
限
委
譲
事
務
な
ど
事
務

量
は
増
加
し
て
い
る
、
自
立

路
線
を
歩
む
た
め
に
正
職
を

減
ら
し
て
臨
時
職
を
増
や

し
、
仕
事
を
持
た
し
て
い

る
。
職
員
の
時
間
外
労
働
は

月
５
時
間
を
頭
打
ち
と
し
て

い
る
。

４
．
特
出
す
べ
き
事
項

①　

12
月
議
会
定
例
会
で
14
名

の
議
員
中
、
10
名
が
一
般
質


